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＜シニア雇用のメリット＞ 

１ 人手不足の解消が期待できます。 

２ 人件費の最適化が期待できます。 

３ 知識・経験を持ったシニアの指導により若手従業員の技能等の 

 向上が期待できます。 

４ シニアが職場の潤滑油となって社員間のコミュニケーションの 

 向上が期待できます。 

５ シニアの人脈により新たなネットワークの構築が期待できます。 
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１．減少する人口と労働力  
■ 我が国は、すでに人口減少社会を迎えています。本県においても、このままでは人口が

100 万人を割り込み、2045 年の大分県人口は 89.7 万人になると推計されます。このこ

とは、大正時代の人口（1923 年：89.5 万人）と同程度まで人口が減少することを意味し

ます。 

■ また、2045 年の県内生産年齢人口は、2015 年に比べ約 22 万人も減少する見込みで

あり、労働力の確保が懸念されています。 

 

 

２．「若い」シニアの「高い」就業意欲  
■ 支えられるべき高齢者の年齢について、60 歳以上の男女の 5 割以上が、「75 歳以上」と

回答しています。 

■ 60 歳以上の男女の 3 人に 2 人（約 66％）が、「70 歳以上」「働けるうちはいつまでも」

働きたいと希望しています。 

  

企業とシニアを取り巻く現状  

出典：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成 25 年度）  
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３．顕在化する人材（人手）不足 
  ■ 景気の緩やかな回復基調を背景に、有効求人倍率は高水準に達し、完全失業率も低下する

なか、人材（人手）不足が顕在化しています。 

  ■ 人材（人手）不足により、需要の増加に対応できない、技術・ノウハウの着実な伝承が困

難になっているなど、企業経営に何らかの影響があるとする企業が多くあります。 

  ■ また、人材（人手）不足により、時間外労働の増加や休暇取得数の減少、従業員間の人間

関係や職場の雰囲気の悪化など、職場に何らかの影響があるとする企業も多くあります。 

 

 

 

○人材（人手）不足は、貴社の企業経営にどのような影響を及ぼしていますか。

1.一定の影響を及ぼしている 52.1

2.現在のところ影響はないが、今後生じる恐れがある 26.0

3.深刻な影響を及ぼしている 14.1

4.無回答 4.3

5.現在も今後も具体的な影響は生じない見通し 3.4

○どのような影響ですか。

1.需要の増加に対応できない（受注を見送り・先送りせざるを得ない） 45.4

2.技術・ノウハウの着実な伝承が困難になっている（後継者の確保・育成が覚束ない） 41.5

3.事業運営上に支障を来している（遅れやミスの発生、クレームの増加等） 37.0

4.募集賃金の上昇や既存人材の処遇改善、時間外労働の増大等で人件費が増加している 36.6

5.新規事業への着手や事業拡大計画が停滞している 22.2

6.事業の縮小を迫られている（事業所の閉鎖や営業時間の短縮、商品・サービスの削減等） 10.2

7.外注化や事業の海外移転、機械化・自動化等、業務工程の抜本的な改革が必要になっている 8.0

8.その他 2.4

9.無回答 1.3

○人材（人手）不足は、貴社の職場にどのような影響を及ぼしていますか。

1.時間外労働の増加や休暇取得数の減少 69.8

2.従業員間の人間関係や職場の雰囲気の悪化 28.7

3.教育訓練や能力開発機会の減少 27.1

4.従業員の労働意欲の低下 27.0

5.離職の増加 25.6

6.労働生産性の向上 21.3

7.メンタルヘルスの悪化や休職の増加 16.3

8.労働災害・事故の発生・増加 9.3

9.特に影響はない 4.6

10.無回答 2.1

11.その他 2.0

（単位 ％）

（単位 ％）

（単位 ％）

人材（人手）不足が企業に及ぼす影響 
資料 （独）労働政策研究・研修機構 

「人材（人手）不足の現状等に関する調査（企業調査）」（平成 28 年） 
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資料：大分県シニア雇用推進協議会「大分県版シニア世代の就業に関する意識調査」（平成 29 年） 

１．シニア(注)の就業状況  
■ シニアの約半数（44.7％）が何らかの形で働いています。 

■ 働いていないシニアのうち、今後働きたいと考えているシニアが４分の１程度（26.0％） 

 います。 

 

２．就業中のシニアと就業希望のシニアとの意識比較  
■ 就業希望のシニアは、パート・アルバイトでの就業（75.0％）、短時間勤務（６時間未満

（90.0％）、週３、４日（70.0％））、「生きがい」を目的とした就業（30.0％）を希望する

傾向にあります。 

■ 一方で、実際に働いているシニアは、生活費のため（44.7％）、フルタイム勤務又はフル

タイム勤務に近い勤務条件（１日６時間以上（61.2％）、週５日以上（57.3％））で働いて

いる人が多い傾向にあります。 

  

県内在住シニアの就業に関する意識  

（注）ここでは調査対象である 60 歳以上 79 歳以下の者とする。 

   （以下同じ。） 

4



 
 

 

 

  

5



 
 

 
 

 県では、シニア世代（おおむね 60 歳以上）が、生きがいをもって活躍し続けることができる社

会の実現を目指し、個々の状況に応じた就職支援や企業・団体への啓発活動を行っています。 
 

 
  

県とハローワーク大分が共同で運営しています。

センターでは、おおむね 40 歳以上の求職者の方を

対象に、ハローワークが受理した求人をもとに職業

相談や職業紹介を行っています。 

 また、職業相談等の他にキャリアコンサルティン

グを利用することも可能です【要予約】。キャリア

コンサルティングでは、「退職後、もう一度働きた

い！」、「自分に合った新しい仕事を見つけたい！」

と考えている方には、これまでの経験やスキルを生

かすための自己分析のお手伝いを、また「久しぶり

の就職活動はどうしたらいい？」、「職務経歴書ってどう書けばいいの？」と悩んでいる方には、就

職活動に関するアドバイスを行っています。 
 

 所 在 地：大分市都町４丁目２番２９号 東海ビル２階 

 受付時間：月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日、年末年始を除く） 

 問 合 せ：（職業相談・職業紹介）０９７－５３８－８６４０ 

       （キャリアコンサルティング）０９７－５３６－１７０６ 

 

 
  

今後の労働力不足に備えるための１つの選択肢として「シニア人材の活用」を進めていただくた

めに、シニア雇用推進員等が企業を訪問し、企業の状況に応じた職場環境の改善（勤務条件の見直

し等）や求人内容の見直し（応募が増える求人票づくり等）などの提案、シニアが活躍している企

業の事例紹介、各種助成金窓口の紹介や各種セミナー等の案内などを行います。 

 シニア雇用に関するご意見・ご相談がありましたら、お気軽にご連絡ください。 
 

 所 在 地：大分市大手町３丁目１番１号 大分県商工労働部雇用労働政策課内 

 受付時間：月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日、年末年始を除く） 

 問 合 せ：０９７－５０６－３３４５  

 

 

シニアの就業機会の拡大に向けた取組  

大分県中高年齢者就業支援センター － 国と県の一体的実施事業による求職者支援 － 

シニア雇用推進オフィス － シニア雇用の普及・啓発による雇用機会・求人の拡大 － 
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 地域の実情に応じた高年齢者の多様な就業機会を確保するため、県内の経済団体や労働関係団

体等から構成される「大分県シニア雇用推進協議会」を平成 28 年 6 月に設立し、関係者間の情

報の共有や連携の強化、高年齢者の雇用に資する事業を実施しています。 

 ※大分県シニア雇用推進協議会は、高年齢者雇用安定法第 35 条の規定に基づく協議会です。 

■組織構成   

会
員
（
12
団
体
） 

経 済 団 体(5) 

大分県経営者協会      大分県商工会議所連合会 

大分県商工会連合会     大分県中小企業団体中央会 

大分経済同友会 

労働者団体(1) 日本労働組合総連合会大分県連合会 

関 係 団 体(5) 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構大分支部 

公益財団法人産業雇用安定センター大分事務所 

公益財団法人大分県総合雇用推進協会 

公益社団法人大分県シルバー人材センター連合会 

社会福祉法人大分県社会福祉協議会 

行 政(1) 大分県商工労働部雇用労働政策課 

※オブザーバー(１)：大分労働局職業安定部職業対策課  顧問(１)：国立大学法人大分大学 

 

 
  

厚生労働省では、健康で意欲と能力のある限り年齢にかかわりなく働き続けることができる生涯

現役社会の実現に向けた取組を進めており、その施策の１つとして、地方自治体が中心となって経

済団体や労働関係団体等と連携する「協議会」などから、高年齢者に対する雇用創出や情報提供な

どといった高年齢者の雇用に寄与する事業構想を募集し、コンテスト方式で、地域の特性などを踏

まえた創意工夫のある事業構想を選定し、その事業の実施を選定された協議会などに委託する「生

涯現役促進地域連携事業」を実施しています。 

本県においても、大分県シニア雇用推進協議会が提案した事業が採択され、平成２８年１０月から

事業を行っています。 
 

【主な事業（平成 29 年度～平成 31 年度）】 

 シニア世代を対象とした合同企業説明会の開催（H29～31） 

 シニア雇用推進シンポジウムの開催（H31) 

 就職活動支援セミナー、職業生活設計セミナー、企業・団体向け出張セミナーの開催 

（H29～31） 

 新聞への意見広告や地元情報誌への記事広告の掲載、シニア雇用推進企業紹介動画の作成

をはじめとするシニア雇用推進のための各種啓発活動の実施（H29～31） 

 経済団体等との共催によるシニア雇用推進をテーマとした研修会等の開催（H29～30） 

 シニア世代の就業に関する意識調査の実施（H29） 

大分県シニア雇用推進協議会 

生涯現役促進地域連携事業 
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 シニア活躍企業ファイル ① 
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 シニア活躍企業ファイル ② 
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 シニア活躍企業ファイル ③ 
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 シニア活躍企業ファイル ④ 
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 特定求職者雇用開発助成金   
 
★特定就職困難者コース（60 歳以上 65 歳未満の者の雇入れ）  

  ハローワークまたは民間の職業紹介事業者等の紹介により、継続して雇用する労働者として雇い入

れた（注１）事業主に対し、以下の助成金が支給されます。  
 

対象労働者 企業の区分 
支給額 

（１人あたり） 
助成対象期間 

支給対象期（6 か月単位で区分）

ごとの支給額 

短時間労働者以外 
中小企業 ６０万円 １年 ３０万円 × ２期 

中小企業以外 ５０万円 １年 ２５万円 × ２期 

短時間労働者（注２） 
中小企業 ４０万円 １年 ２０万円 × ２期 

中小企業以外 ３０万円 １年 １５万円 × ２期 

   注１ 雇用保険一般被保険者として雇い入れ、対象労働者の年齢が６５歳以上に達するまで継続して雇用し、かつ 

当該雇用期間が継続して２年以上であることが確実と認められること。 

注２ 「短時間労働者」とは、一週間の所定労働時間が、２０時間以上３０時間未満である者をいう。 

 

★生涯現役コース（６５歳以上の離職者の雇入れ）  

   ハローワークまたは民間の職業紹介事業者等の紹介により、６５歳以上で雇用保険被保険者でない

者（失業者等）を１年以上継続して雇用する労働者として雇い入れた事業主に対し、以下の助成金が

支給されます。 

 

 
 

 ６５歳超雇用推進助成金   
 

★６５歳超継続雇用促進コース  

  1年以上継続して雇用されている６０歳以上の雇用保険被保険者が１名以上いる事業所の事業主が、

①６５歳以上への定年の引上げ、②定年の定めの廃止、③希望者全員を対象とした６６歳以上の年齢

まで雇用する継続雇用制度の導入のいずれかを行った場合、「実施した対象措置の内容」、「定年年齢

等の引上げ幅」、「60 歳以上被保険者数」に応じて１０万円～１６０万円の助成金が支給されます。 
 

  例：対象被保険者数が 3～9 人で定年年齢が 60 歳である事業所が、定年年齢を 65 歳に引き上げた場合 

⇒ 支給額：１００万円 （参考）定年廃止：１２０万円 

対象労働者 企業の区分 
支給額 

（１人あたり） 
助成対象期間 

支給対象期（6 か月単位で区分）

ごとの支給額 

短時間労働者以外 
中小企業 ７０万円 １年 ３５万円 × ２期 

中小企業以外 ６０万円 １年 ３０万円 × ２期 

短時間労働者 
中小企業 ５０万円 １年 ２５万円 × ２期 

中小企業以外 ４０万円 １年 ２０万円 × ２期 

 シニア雇用に係る助成金等のご紹介 

大分労働局大分助成金センター（097-535-2100）または県内各ハローワーク所管分 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 大分支部（097-522-7255）所管分 
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★高年齢者無期雇用転換コース 

５０歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を「無期雇用転換計画」（注１）に基づき、計画実施期

間内に無期雇用労働者に転換し、転換後６ヶ月以上継続して雇用し、6 ヶ月分の賃金を支払った事業

主に対し、対象労働者１人につき４８万円（中小企業以外は３８万円）（注２）が支給されます（ただし、

１支給申請年度１適用事業所あたり１０人までを上限とします）。 

  注１：事業主は「無期雇用転換計画」を作成し、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構の認定を受ける

必要があります。 

  注２：生産性要件（助成金の支給申請等を行う直近の会計年度における生産性が、その 3 年度前に比べ

て６％以上伸びていること。以下同じ。）を満たしている場合は、６０万円（中小企業以外は４８

万円） 

      ※生産性＝（営業利益＋人件費＋減価償却費＋動産・不動産賃借料＋租税公課）／雇用保険被保険者数 

 

★高年齢者評価制度等雇用管理改善コース ※ 平成 31 年 4 月 1 日から受付開始 

   高年齢者の雇用管理制度の整備等（注３）を実施した事業主に対し、雇用管理制度の整備等の実施に

要した経費（注４）の額に、以下の助成率を乗じた額が支給されます。 
 

 中小企業事業主 

の助成率 

中小企業事業主以外の 

の助成率 

生産性要件（注２参照）を満たした場合 ７５％ ６０％ 

生産性要件を満たさなかった場合 ６０％ ４５％ 
 

注３：（例）①高年齢者の職業能力を評価する仕組みと賃金・人事処遇制度の導入又は改善 

②高年齢者の希望に応じた短時間勤務制度や隔日勤務制度の導入又は改善 

③高年齢者が意欲と能力を発揮して働けるために必要な知識を付与するための研修制度 

の導入又は改善 

④法定外の健康管理制度の導入 等 

  注４：雇用管理制度の整備等の実施に要した経費は、雇用管理制度の導入又は見直しに必要な専門家等

に対する委託費、コンサルタントとの相談に要した経費です。初回に限り 30 万円とみなします。

2 回目以降の申請は、30 万円を上限とする経費の実費を対象経費とします。 

  

 ※ 「高年齢者雇用環境整備支援コース」は、平成 31 年 3 月 29 日をもって申請受付を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高年齢者雇用アドバイザーご利用のおすすめ 

 高年齢者雇用のための条件整備を高齢者雇用アドバイザーがお手伝いします。 

相談・助言サービス（無料） 

 ・人事管理制度の整備に関すること 

 ・賃金、退職金制度に関すること 

 ・職場の改善、開発に関すること 

 ・能力開発に関すること 

企画立案等サービス（有料） 
 ・人事、労務管理上の諸問題についての 
  具体的な解決案を作成します。 
 ・中高年従業員の就業意識の向上等を支 
  援するために、事業主の要望に合った 
  研修プランを提案、実施します。 

問い合わせ先：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 大分支部（097-522-7255） 
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内 容 機関名 電話番号 

・職業相談、職業紹介 

・キャリアコンサルティング 
大分県中高年齢者就業支援センター 097-538-8640 

・求人の申込み 

・職業相談、職業紹介 

ハローワーク大分 097-534-8609 

ハローワーク別府 0977-23-8609 

ハローワーク中津 0979-24-8609 

ハローワーク日田 0973-22-8609 

ハローワーク佐伯 0972-24-8609 

ハローワーク宇佐 0978-32-8609 

ハローワーク豊後大野 0974-22-8609 

・特定求職者雇用開発助成金 大分労働局大分助成金センター 097-535-2100 

・65 歳超雇用推進助成金 

・高年齢者雇用アドバイザー 

・高齢者雇用の相談・援助 

(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構 

大分支部 高齢・障害者業務課 
097-522-7255 

・高年齢退職予定者キャリア 

人材バンク 
(公財)産業雇用安定センター大分事務所 097-538-0512 

・シルバー人材センター 

(公社)大分県シルバー人材センター連合会 

 

097-585-5615 

 
 

 
 

大分県シニア雇用推進協議会事務局 
（大分県商工労働部雇用労働政策課雇用推進班） 

連絡先 
電話 097-506-3345 

〒870-8501  
大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号 

FAX 097-506-1756 

ホームページ http://www.pref.oita.jp/site/sme/oita-senior-kyogikai.html 

大分県内のシニア雇用に関する各種相談窓口 

リーフレットに関するお問い合わせ先  

県下 14 か所のシルバー人材センターを通じ、

働く意欲のある高年齢者に対し、企業等から臨

時的、短期的な仕事を請負、委任、派遣の契約

により受注し、シルバー会員に仕事を提供して

います。ご入会手続き、仕事のご依頼はお近く

のシルバー人材センターをご案内します。 
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 「おおいた“働くシニア”応援動画」をご覧ください   

 経験や知識を生かして活躍するシニアのＰＲ動画を制作しました  

 【女性編】 【男性編】  
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